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「
最
後
の
将
軍
」
水
戸
街
道
　
片
倉
宿
に
宿
泊
す
。

明
治
一
五
〇
年

小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う
35

　
時
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
一
五
〇

年
、
元
号
が
慶
応
か
ら
明
治
に
変

わ
る
少
し
前
、
江
戸
幕
府
の
政
局

は
大
き
な
節
目
を
迎
え
て
い
ま
し

た
。

　
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
十
月

に
実
現
し
た
大
政
奉
還
を
経
て
、

同
年
十
二
月
、
王
政
復
古
の
政

変
に
よ
り
、「
最
後
の
将
軍
」
徳

川
慶
喜
は
政
権
を
返
上
し
ま
し

た
。
翌
年
一
月
に
は
、
薩
長
を
主

体
と
し
た
新
政
府
軍
と
旧
幕
府
軍

が
京
都
南
郊
の
鳥
羽
・
伏
見
で
開

戦
。
旧
幕
府
軍
は
敗
走
し
、
慶
喜

は
、
大
坂
城
を
脱
出
、
海
路
に
て

江
戸
に
向
か
い
ま
し
た
。
慶
喜
に

は
追
討
の
勅

ち
ょ
く
め
い命

が
下
り
、「
朝

ち
ょ
う
て
き敵

」

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
江
戸
城

西
の
丸
に
入
っ
た
慶
喜
は
、
江
戸

城
を
出
て
寛
永
寺
に
移
り
、
自
ら

謹き
ん
し
ん慎
し
ま
し
た
。

　
三
月
、
旧
幕
臣
勝
海
舟
と
新
政

府
軍
参
謀
西
郷
隆
盛
が
会
見
し
、

江
戸
城
総
攻
撃
の
中
止
、
水
戸
で

の
慶
喜
の
謹
慎
が
決
ま
り
、
江
戸

城
は
四
月
十
一
日
に
新
政
府
軍
に

明
け
渡
さ
れ
ま
し
た
。
彰
義
隊
や

旧
幕
臣
の
暴
発
を
恐
れ
た
慶
喜

は
、
四
月
十
一
日
午
前
三
時
に
寛

永
寺
を
出
発
し
、
水
戸
街
道
を
下

り
、
幼
年
時
代
に
学
ん
だ
弘
道
館

を
目
指
し
ま
し
た
。

　
水
戸
街
道
は
、
東
海
道
な
ど
の

五
街
道
に
準
じ
る
脇
街
道
と
し
て

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
距
離
は
、

江
戸
日
本
橋
を
基
点
と
し
て
水
戸

ま
で
約
百
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ

り
ま
す
。
街
道
沿
い
に
は
、
十
九

の
宿
場
が
あ
り
、
小
美
玉
市
内
に

は
、
竹
原
と
片
（
堅
）
倉
に
所
在

し
て
い
ま
し
た
。

　
慶
喜
一
行
は
、
浅
野
氏
祐
、
新

村
猛
雄
ら
の
側
近
に
加
え
、
高
橋

精
一
（
泥
舟
）
ら
の
遊
撃
隊
な
ど

二
〇
〇
人
余
が
護
衛
に
あ
た
り
ま

し
た
。
御
用
金
は
、
町
火
消
の
頭

か
し
ら

で
あ
っ
た
新
門
辰
五
郎
に
金
二
万

両
を
江
戸
よ
り
運
搬
さ
せ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
十
一
日
松
戸
泊
、

十
二
日
藤
代
泊
、
十
三
日
土
浦
泊
、

そ
し
て
、
十
四
日
に
は
、
片
倉
に

宿
泊
し
て
い
ま
す
。

　
片
倉
宿
は
、
小
美
玉
市
役
所

裏
の
国
道
六
号
の
旧
道
沿
い
に

あ

り
、

今

も

宿

場

の

雰

囲

気

が
残
っ
て
い
ま
す
。
文
久
元
年

（
一
八
六
一
）
の
「
旅
人
改

あ
ら
た
め
ち
ょ
う
帳
」

に
は
、
一
〇
軒
の
旅は

た

ご籠
が
名
を
連

ね
て
お
り
、「
御
殿
」
と
称
さ
れ

る
本
陣
、
脇
本
陣
、
問と

い

や屋
も
あ
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
歴
代
水
戸
藩
主
は
、
江
戸
か
ら

水
戸
ま
で
の
道
中
で
、
最
後
に
府

中
宿
（
石
岡
市
）
に
宿
泊
す
る
こ

と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
慶
喜

一
行
は
、
府
中
の
一
つ
先
の
宿
場

町
、
片
倉
に
宿
泊
し
て
い
ま
す
。

こ
の
際
の
記
録
は
現
在
の
と
こ
ろ

見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
お
そ

ら
く
、「
御
殿
」
に
宿
泊
し
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
片
倉
宿
を
出
た
慶

喜
一
行
は
、
十
五
日
に
水
戸
に
到

着
し
、
弘
道
館
至し

ぜ

ん

ど

う

善
堂
に
入
り
、

謹
慎
し
ま
す
。

　
徳
川
家
が
駿す

ん

ぷ府
に
移
さ
れ
る

と
、
三
か
月
に
及
ん
だ
水
戸
で
の

謹
慎
の
後
、
七
月
十
九
日
、
慶
喜

は
、
水
戸
を
離
れ
、
次
の
謹
慎
地

で
あ
る
駿
府
宝
台
院
（
静
岡
市
）

に
鉾
田
、
銚
子
を
経
由
し
、
舟
で

向
か
い
ま
し
た
。
明
治
と
改
元
さ

れ
る
の
は
、
慶
喜
が
弘
道
館
を
離

れ
て
四
〇
日
後
の
こ
と
で
す
。
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